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 今日の福音には、主人から１万タラントンもの借金を帳消しにもらっていな

がら仲間の百デナリオンの借金をゆるそうとしなかった僕(しもべ)のたとえ話が

語られていました。雨宮神父様の解説によれば、１万タラントンというのは、

このお話の時代の労働者の６千万日の賃金に相当する額で、１００デナリオン

というのは１万タラントンの６０万分の１の額だそうです。僕のこれほどの借

金を帳消ししてやった主人の度量の大きさと、仲間の１００デナリオンほどの

借金をゆるそうとしなかった僕のしたことを強調するために、イエスさまはこ

のようなたとえを語っておられるのでしょう。このような途方もない話し方を

しなければ、神さまのゆるしの大きさはわからないとイエスさまは思っておら

れたのでしょう。それほどに、神さまのゆるしの偉大さが、実際にはわたした

ちにはわかっていないことをイエスさまは知っておられるのです。 

 わたしたちは、神さまの大いなるあわれみによるゆるしの恵みをいただいて

生かされているのです。本当に自分を反省するなら、そのことに気づかざるを

えないはずです。神さまを信じるということは、わたしたちに向けられている

神さまの大いなるあわれみによるゆるしの恵みに気づくということです。その

ことに気づいて反省し、わたしたちのお互い同士の関係を生き直すということ

です。わたしたちの有りようをゆるして、このようなわたしたちを受け入れて

くださっている神さまのみ前に生きることによって、傷つきやすいわたしたち

のお互い同士の関係は修復され、新たな生気を回復して行くことでしょう。イ

エスさまはそのようなことを望まれて、今日の福音を語ってくださっているの

です。 

 神さまの無条件のゆるしを示しているミサを、今日もともに感謝のうちにさ

さげて、わたしたちのお互いの関係が、神さまが望んでおられるようなものと

なることを願い合いたいと思います。 


